
      

開
校
百
五
十
周
年
に
向
け
て
② 

 校
長 

永
井 

勝
巳 

長
い
と
思
っ
て
い
た
夏
休
み
で
す
が
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
休
業
中
は
５
・
６
年
館
山

臨
海
学
校
、
夏
季
プ
ー
ル
等
、
例
年
実
施
し
て
き
た
行
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気

に
つ
い
て
の
連
絡
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
過
ご

せ
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
各
家
庭
・
地
域
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
あ
り
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
夏
休
み
前

に
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
立
て
た
夏
休
み
の
計
画
は
、

ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か
の
目
標
を
立
て
て

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
で
も
多

く
の
目
標
が
達
成
で
き
て
、
充
実
感
や
満
足
感
を
味
わ
っ

て
い
た
な
ら
ば
、
実
り
の
多
い
夏
休
み
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
二
学
期
の
学
校
生
活
に
生

か
し
、
さ
ら
に
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
も
学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
九
月
に
は
常
盤
小
学
校
が
誇
る
現
校
舎
を
建
設
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
今
か
ら
約
百
年
以
上
前
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三

年
）
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
関
東
大
震
災
が
発

生
し
、
当
時
日
本
一
と
い
わ
れ
た
自
慢
の
総
檜
造
り
の
校

舎
も
一
瞬
の
内
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
様
子
を
、
第
三
代
校
長
・
斎
藤
金
蔵 

先
生
が
、
八
十
年
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る 

体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

『
第
二
学
期
の
始
業
式
を
行
い
、
児
童

も
職
員
も
退
校
し
、
自
分
も
帰
宅
の
途
中 

で
あ
っ
た
。
突
如
と
し
て
地
震
が
襲
来
し
た
。
直
ち
に 

学
校
に
引
き
返
し
た
が
、
ま
も
な
く
四
方
に
火
災
が
起

こ
り
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
御
真
影
と
重
要
書
類
を
と
る

た
め
、
車
宿
か
ら
人
力
車
一
台
を
借
り
受
け
積
み
、
皇

居
の
前
の
広
場
に
避
難
し
た
。
校
舎
は
そ
の
夜
半
に
焼

け
、「
焼
け
野
原
と
な
っ
た
入
り
口
の
焼
け
た
だ
れ
た 

石
門
だ
け
残
っ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
夢
の
よ
う
な
出
来

事
で
あ
り
、
よ
く
も
命
拾
い
し
た
も
の
だ
と
思
う
。」 

そ
の
後
、
十
月
初
め
に
焼
け
跡
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
在
校
し
て
い
た
千
人

の
児
童
が
、
現
在
の
校
舎
が
で
き
る
ま
で
の
五
年
間
仮

校
舎
で
の
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
』 

先
人
の
方
々
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
築
き
上

げ
た
伝
統
や
思
い
が
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
校
舎
で
学
習
し
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
今
後
、
何
十
年
何
百
年

先
の
未
来
に
な
っ
て
も
児
童
・
保
護
者
・
地
域
・
卒
業

生
・
教
職
員
が
誇
り
の
も
て
る
『
常
盤
小
学
校
』
を
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
学
期
は
、「
開
校
百
五
十
周
年
式
典｣

、「
ゆ
う
ゆ
う

日
本
橋
発
表
会
」、「
音
楽
会｣

等
、
多
く
の
行
事
を
と
お

し
て
学
校
を
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
と
も
本
校
の
取
り
組
み
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
日(

木)
 

  

2
日(

金)
 

3
日(

土)
 

 

5
日(

月)
 

 

6
日(

火)
 

 

7
日(

水)
 

8
日(

木)
 

9
日(

金)
 

12
日(

月)
 

 

13
日(

火)
 

 

14
日(

水)
 

  

15
日(

木)
 

16
日(

金)
 

19
日(

月)
 

20
日(

火)
 

21
日(

水)
 

 

22
日(

木)
 

23
日(

金)
 

26
日(

月)
 

27
日(

火)
 

28
日(

水)
 

 

29
日(

木)
 

30
日(

金)
 

始
業
式 

B
時
程 

 

午
前
授
業(

下
校
十
二
時
十
五
分)

 

百
五
十
周
年
記
念
写
真
撮
影 

安
全
指
導 

給
食
始 

教
育
相
談
日(

区)
 

土
曜
授
業
日 

B
時
程 

校
内
水
泳
記
録
会(

六
年)

 

午
前
授
業(

下
校
十
二
時
十
五
分)

 

学
校
説
明
会 

全
校
朝
会 

発
育
測
定(

五･

六
年)

 
 

夏
休
み
作
品
鑑
賞
会
始 

日
本
橋
学
生
工
房
（
五
年
） 

音
楽
朝
会 

囲
碁
教
室 

発
育
測
定(

三･

四
年)

 

委
員
会
活
動 

B
時
程 

発
育
測
定(

一･

二
年)

 

教
育
相
談
日(

都)
 

学
校
公
開
日 

囲
碁
教
室 

ス
マ
ホ
教
室(

五･

六
年)

 

水
泳
指
導
終 

着
衣
泳(

六
年)

 

教
育
相
談
日(

区)
 

全
校
朝
会 

本
栖
移
動
教
室
事
前
健
診(

六
年)

 

夏
休
み
作
品
鑑
賞
会
終 

日
本
橋
学
生
工
房
（
五
年
） 

ク
ラ
ブ
活
動 

神
田
祭
り
学
習
（
三
年
） 

老
舗
店
舗
見
学
（
四
年
） 

B
時
程 

五
時
間
授
業(

下
校
十
四
時)

 
 

町
た
ん
け
ん
（
二
年
） 

本
栖
移
動
教
室(

六
年)

～
16
日 

教
育
相
談
日(

都)
 

運
動
朝
会 

町
た
ん
け
ん
（
二
年
） 

教
育
相
談
日(

区)
 

凧
の
博
物
館
見
学
（
一
年
） 

敬
老
の
日 

全
校
朝
会 

凧
の
博
物
館
見
学
（
一
年
） 

 

B
時
程 

避
難
訓
練 

教
育
相
談
日(

都)
 

 

日
本
橋
学
生
工
房
（
五
年
） 

校
外
学
習(

五
年)

 

秋
分
の
日 

全
校
朝
会 

日
本
橋
学
生
工
房
（
五
年
） 

囲
碁
教
室 

原
爆
先
生
特
別
授
業(

六
年)

 

B
時
程 

マ
ン
ダ
リ
ン
ホ
テ
ル
交
流(

六
年)

 

教
育
相
談
日(

都)
 

児
童
集
会 

た
て
わ
り
班
遊
び 

前
期
通
知
表
配
布 

 

教
育
相
談
日(

区)
 

令
和
四
年
九
月
行
事
予
定 

第 ４７０ 号 

常盤小学校 

常盤幼稚園 


